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市
民
･
企
業
・
行
政
が

と
も
に
手
を
と
り
あ
っ
て
！

行
政
改
革
と
は
？

行
財
政
の
効
率
化
、
簡
素
化
を
進
め
る
と
と

も
に
、
行
政
の
質
と
市
民
福
祉
の
向
上
を
図
り
、

市
民
生
活
を
よ
り
豊
か
に
す
る
た
め
に
行
う
も

の
で
、
大
綱
は
そ
れ
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

多くの発言が寄せられた市民電子会議

策
定
年
月

平
成
14
年
３
月

推
進
期
間

平
成
14
年
度
か
ら
平
成
16
年
度
ま
で
の
３
年
間

（
目
標
年
次

平
成
16
年
度
）

基
本
的
な
考
え
方

個
性
的
で
魅
力
あ
る
自
律
し
た
行
政
主
体
と
し

て
、
自
己
決
定
と
自
己
責
任
の
も
と
に
、
市
民
等

と
の
協
力
・
協
働
に
よ
る
新
た
な
行
政
運
営
を
推

進
す
る
。

基
本
方
針

q

個
性
的
で
魅
力
あ
る
自
律
し
た
行
政
主
体

w

地
方
分
権
社
会
へ
の
適
切
な
対
応

e

Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）
の
積
極
的
活
用

r

急
激
な
社
会
構
造
（
情
勢
）
の
変
化
に
対
応
す

る
た
め
積
極
的
な
構
造
改
革
の
推
進

改
革
の
た
め
の
主
な
課
題
と
主
な
取
組
（
実

施
計
画
）
内
容

q

市
民
等
と
の
協
働
の
推
進
と
パ
ー
ト
ナ
ー
型
行

政
の
推
進

▼
公
共
施
設
の
建
設
計
画
へ
の
市
民
参
加

▼
非
営
利
組
織
支
援
体
制
の
確
立

▼
地
区
公
民
館
等
管
理
運
営
の
効
率
化
　
　
な
ど

w

地
方
分
権
の
推
進
と
自
治
体
経
営
の
強
化
、
透

明
性
の
確
保

▼
魅
力
あ
る
都
市
景
観
の
創
出

▼
男
女
共
同
参
画
の
推
進

▼
実
行
委
員
会
等
（
外
郭
団
体
）
の
情
報
公
開
制
度
の
導
入

な
ど

e

Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
市
の
「
か
た
ち
」
づ
く
り

▼
住
民
基
本
台
帳
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

▼
施
設
予
約
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

▼
地
域
情
報
化
の
推
進
　
　
な
ど

r

新
し
い
世
紀
に
対
応
す
る
組
織
づ
く
り
、
人
づ

く
り▼

少
子
化
対
策
に
向
け
た
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
拡
充

▼
保
育
園
の
管
理
運
営
の
見
直
し

▼
地
方
分
権
時
代
に
あ
っ
た
組
織
へ
の
転
換
　
　
な
ど

t

効
率
的
な
行
財
政
運
営
の
体
制
づ
く
り

▼
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

▼
工
事
等
コ
ス
ト
縮
減

▼
病
院
経
営
の
健
全
化
　
　
な
ど

市
で
は
「
自
律
と
協
働
」
を
テ
ー
マ
に
、
質
の
高
い
行
政
運
営

と
市
民
・
企
業
等
の
み
な
さ
ん
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
推
進

す
る
た
め
、「
第
３
次
敦
賀
市
行
政
改
革
大
綱
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

大
綱
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
市
民
の
代
表
者
で
構
成
し
た
「
行

政
改
革
推
進
委
員
会
」
を
は
じ
め
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
意
見
を

お
聴
き
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
試
み
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
た
「
市
民
電
子
会
議
」
を
実
施
し
、
多
く
の
み
な
さ
ん

の
参
加
と
議
論
・
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
ご
意
見
・
議
論
等
は
、
大
綱
の
実
施
計
画
に
反
映
い

た
し
ま
し
た
。

な
お
、
第
３
次
行
政
改
革
は
、
大
綱
、
大
綱
別
冊
（
主
な
課
題
）、

実
施
計
画
の
３
部
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て

は
次
の
と
お
り
で
す
。

第
３
次

敦
賀
市
行
政
改
革
大
綱
を
策
定 〜

よ
り
質
の
高
い
行
政
運
営
を
め
ざ
し
ま
す
〜

第
３
次
敦
賀
市
行
政
改
革
大
綱
　
概
要

第
３
次
敦
賀
市
行
政
改
革
大
綱
は
、
敦
賀
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
ま
た
、
各
公
民
館
、
図
書
館
等
で
も
閲

覧
で
き
ま
す
。

問
合
せ
　
総
務
部
総
務
課
　
1

22
・
８
１
０
１
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従
来
の
敦
賀
市
地
域
防
災
計
画
の
「
原
子
力
防
災
計
画
編
」
か
ら
「
原
子
力
災

害
対
策
編
」
と
し
ま
し
た
。

な
お
、「
原
子
力
災
害
対
策
編
」
は
通
称
と
し
て
「
敦
賀
市
原
子
力
防
災
計
画
」
を

使
い
ま
す
。

昭
和
45
年
の
日
本
原
電
㈱
敦
賀
発
電
所
１
号
機
の
営
業
運
転
開
始
を
受
け
て
、

昭
和
46
年
９
月
に
作
成
し
て
以
来
、
今
回
で
５
回
目
の
修
正
と
な
り
ま
す
。

敦
賀
市
原
子
力
防
災
計
画
を

全
面
的
に
修
正
し
ま
し
た

市
で
は
、
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
が
施
行

（
平
成
12
年
６
月
）
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で

の
敦
賀
市
地
域
防
災
計
画
「
原
子
力
防
災
計
画
編
」

を
全
面
的
に
見
直
し
、
敦
賀
市
地
域
防
災
計
画
「
原

子
力
災
害
対
策
編
」
と
し
て
今
年
３
月
に
ま
と
め
ま

し
た
。

こ
の
計
画
は
、
原
子
力
災
害
時
に
、
市
・
県
等
の

防
災
関
係
機
関
が
総
合
的
で
計
画
的
な
防
災
活
動
が

行
え
る
よ
う
、
と
る
べ
き
措
置
を
定
め
、
住
民
の
生

命
・
身
体
お
よ
び
財
産
を
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

（
１
）
関
係
法
令
等
と
の
整
合
性

「
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
」
、
「
防
災
基
本
計
画

（
原
子
力
災
害
対
策
編
）」
お
よ
び
「
原
子
力
施
設
等
の
防
災

対
策
に
つ
い
て
（
防
災
指
針
）」
等
の
国
の
指
針
等
を
的
確
に

反
映
す
る
と
と
も
に
、「
福
井
県
地
域
防
災
計
画
（
原
子
力
防

災
編
）
」
を
ふ
ま
え
、
原
子
力
防
災
対
策
の
よ
り
一
層
の
充

実
・
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

（
２
）
緊
急
時
活
動
の
強
化

初
期
段
階
か
ら
迅
速
･
的
確
な
防
災
活
動
が
行
え
る
よ
う
、

県
と
と
も
に
、
国
よ
り
早
い
段
階
に
お
い
て
、
災
害
対
策
本

部
の
設
置
や
避
難
等
の
防
護
措
置
を
行
い
ま
す
。

（
３
）
防
災
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化

国
･
県
･
防
災
機
関
と
連
携
を
強
化
し
、
原
子
力
防
災
セ

ン
タ
ー
を
活
用
す
る
な
ど
、
一
体
と
な
っ
た
防
災
活
動
を
実

施
し
ま
す
。

（
４
）
住
民
対
応
の
強
化

原
子
力
災
害
時
に
は
、
み
な
さ
ん
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に

対
応
す
る
た
め
、
す
み
や
か
に
相
談
窓
口
を
設
置
し
ま
す
。

２月に完成した福井県敦賀原子力防災センター（金山）

計画は、総則、災害予防計画、災害応急対策計画、災害復旧計画の４章で構成されています。

原子力防災センターを使用した原子力防災訓練（３月３０日）
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《 原子力災害時の主な応急対策の概要は下記のとおりです 》

《 用語解説 》
◆フェーズ 事態の進展段階を示すもので、数字が大きいほど重くなる
◆第10条・第15条通報 法律で定められた通報基準
◆シーベルト 人間の受ける放射線量をあらわす単位　　１，０００マイクロシーベルト ＝ １ミリシーベルト

（参考：自然から受ける放射線 ＝ 年間約１.１ミリシーベルト）

問
合
せ
　
生
活
防
災
課
　
1

22
・
８
１
６
６

（
１
）
原
子
力
防
災
対
策
を
重
点
的
に
充
実
す
べ
き
地
域

防
災
対
策
を
重
点
的
に
充
実
す
べ
き
地
域
の
範
囲
は
、「
防
災
指
針
」

を
ふ
ま
え
て
、
原
子
力
発
電
所
よ
り
お
お
む
ね
半
径
10
㎞
の
範
囲
と
し

ま
す
が
、
広
報
・
調
査
等
を
行
う
範
囲
は
全
市
域
と
し
ま
す
。

（
２
）
本
部
体
制
の
一
貫
性

初
期
段
階
か
ら
適
切
な
防
災
活
動
が
行
え
る
よ
う
、
事
態
の
進
展
に

合
わ
せ
、
市
長
を
長
と
す
る
「
防
災
活
動
室
」
や
「
事
故
対
策
本
部
」、

「
災
害
対
策
本
部
」
を
設
置
し
、
一
貫
し
た
迅
速
で
円
滑
か
つ
効
率
的

な
対
応
を
図
り
ま
す
。

（
３
）
広
報
体
制
の
強
化

原
子
力
災
害
の
特
性
に
配
慮

し
、
防
災
放
送
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
９

ｃ
ｈ
）
や
防
災
行
政
無
線
な
ど
の

い
ろ
い
ろ
な
手
段
を
用
い
、
み
な

さ
ん
へ
の
情
報
伝
達
を
迅
速
・
的

確
に
行
い
ま
す
。

（
４
）
退
避
・
避
難
等
の
防

護
措
置
の
強
化

み
な
さ
ん
の
安
全
確
保
を
最
優

先
に
、
県
の
計
画
に
準
じ
、
国
の

基
準
よ
り
早
い
段
階
で
退
避
・
避

難
の
初
期
活
動
を
開
始
す
る
と
と

も
に
、
「
市
長
が
必
要
と
判
断
」

し
た
と
き
は
、
退
避
等
の
指
示
を

行
い
ま
す
。

敦
賀
市
原
子
力
防
災
計
画
を

全
面
的
に
修
正
し
ま
し
た

（
５
）
実
践
的
な
防
災
訓
練
の
実
施

必
要
に
応
じ
て
、
み
な
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、
県
等
の
防
災
関

係
機
関
と
共
同
し
て
防
災
訓
練
を
行
い
、
現
場
で
の
判
断
力
の
向

上
や
的
確
な
活
動
を
図
れ
る
よ
う
、
よ
り
実
践
的
な
も
の
に
し
ま

す
。

（
６
）
災
害
弱
者
へ
の
災
害
時
対
応
の
強
化

高
齢
者
、
障
害
者
、
外
国
人
、
乳
幼
児
等
に
配
慮
し
た
災
害
応

急
体
制
、
情
報
連
絡
・
伝
達
設
備
の
充
実
お
よ
び
防
災
知
識
の
普

及
啓
発
に
努
め
ま
す
。

（
７
）
飲
料
水
・
飲
食
物
の
摂
取
制
限

摂
取
制
限
に
関
す
る
指
標
を
定
め
、
県
そ
の
他
関
係
機
関
と
連

携
し
て
飲
食
物
の
汚
染
度
を
的
確
に
把
握
し
て
、
摂
取
制
限
を
行

い
ま
す
。

摂
取
制
限
を
行
っ
た
場
合
は
、
適

切
に
物
資
の
供
給
等
を
行
い
ま
す
。

（
８
）
文
教
対
策

原
子
力
災
害
の
影
響
で
通
常
の
教

育
が
で
き
な
い
場
合
は
、
休
校
措
置

や
授
業
再
開
措
置
、
児
童
･
生
徒
･

教
職
員
の
精
神
保
健
対
策
等
を
行
い

ま
す
。

（
９
）
復
旧
対
策
の
強
化

風
評
被
害
対
策
の
実
施
、
心
身
の

健
康
相
談
等
の
総
合
的
な
相
談
窓
口

の
設
置
、
お
よ
び
中
小
企
業
・
農
林

畜
水
産
業
者
等
へ
の
各
種
支
援
措
置

を
行
い
ま
す
。

防災放送チャンネル
（９ｃｈ）による情報発信

こ
の
「
広
報
つ
る
が
」
と
と
も
に
、
原
子
力
防
災
の
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
「
わ
か
っ
て
安
心
　
も
し
も
の
と
き
の
原
子

力
防
災
」
を
各
ご
家
庭
に
配
布
し
ま
す
。
原
子
力
災
害
に

対
す
る
日
ご
ろ
の
備
え
や
、
万
が
一
、
災
害
が
起
き
た
と

き
の
対
処
の
仕
方
な
ど
が
わ
か
り
や
す
く
掲
載
し
て
あ
り

ま
す
。

こ
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
よ
く
読
ん
で
い
た
だ
き
、
万
が

一
の
場
合
に
、
ど
ん
な
判
断
を
し
、
ど
う
行
動
し
た
ら
よ

い
の
か
、
ご
家
族
で
、
ま
た
地
域
の
み
な
さ
ん
で
、
原
子

力
防
災
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

敦
賀
市
原
子
力
防
災
計
画
は
、
敦
賀
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

敦賀市災害対策本部（３月３０日／原子力防災訓練）敦賀市災害対策本部（３月３０日／原子力防災訓練）敦賀市災害対策本部（３月３０日／原子力防災訓練）敦賀市災害対策本部（３月３０日／原子力防災訓練）敦賀市災害対策本部（３月３０日／原子力防災訓練）敦賀市災害対策本部（３月３０日／原子力防災訓練）敦賀市災害対策本部（３月３０日／原子力防災訓練）敦賀市災害対策本部（３月３０日／原子力防災訓練）敦賀市災害対策本部（３月３０日／原子力防災訓練）敦賀市災害対策本部（３月３０日／原子力防災訓練）敦賀市災害対策本部（３月３０日／原子力防災訓練）



最
近
、
高
齢
者
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
て
い
ま
す
。
高
齢
者

の
ト
ラ
ブ
ル
の
特
徴
と
し
て

▼
訪
問
販
売
に
よ
る
勧
誘
時
や
購
入
時
に
多
く
の
問
題
が
あ
る
こ
と

▼
契
約
購
入
金
額
が
他
の
年
齢
層
に
比
べ
て
高
額
で
あ
る
こ
と

▼
ト
ラ
ブ
ル
を
自
分
で
解
決
す
る
こ
と
が
な
か
な
か
難
し
い
こ
と

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

ね
ら
わ
れ
や
す
い
の
は
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
で
す
。
高
齢
者
の

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
家
族
な
ど
周
囲
の
人
た
ち
が

注
意
し
て
見
守
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
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被害にあわないためには・・・ いらないものは、
ハッキリ断る。

高額な契約やうますぎる話は、
家族や知人によく相談する。

その場で契約せず、商品やサービスの
内容、支払総額を十分に検討する。

ハガキ　裏面

ハガキ　表面

知って得する　クーリング・オフ制度

母
は
一
人
住
ま
い
で
年
金
暮
ら
し
を
し
て
い
ま

す
。
あ
る
と
き
、
預
金
通
帳
の
残
高
が
ほ
と
ん
ど

な
い
こ
と
に
気
づ
き
母
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
着
物

を
買
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
家
の
中
を
捜

し
た
と
こ
ろ
契
約
書
等
が
出
て
き
て
、
こ
の
２
年

間
で
10
数
回
に
わ
た
り
、
着
物
や
帯
を
主
に
ク
レ

ジ
ツ
ト
で
購
入
し
て
い
ま
し
た
。
母
は
ほ
と
ん
ど

着
物
を
着
た
こ
と
が
な
い
の
で
強
引
に
買
わ
さ
れ

た
と
思
い
ま
す
。

せ
め
て
、
最
近
契
約
し
た
も
の
だ
け
で
も
解
約

で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
当
事
者

70
歳
代
の
女
性
）

〈
相
談
を
受
け
て
〉

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
詳
し
い
聞
き
取
り
を
し
た

と
こ
ろ
、
過
去
２
年
間
で
着
物
、
帯
、
小
物
類
を

次
々
と
購
入
し
、
総
額
約
800
万
円
の
契
約
を
し
た
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
販
売
店
は
同
じ
で
、
信
販
会

社
は
複
数
社
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
お
母
さ
ん
は
、

「
車
が
迎
え
に
来
て
展
示
会
へ
連
れ
て
行
か
れ
、
展

示
会
に
来
た
記
念
に
サ
イ
ン
し
て
と
い
わ
れ
て
名
前

を
書
か
さ
れ
た
が
、
着
物
を
買
っ
た
覚
え
は
な
い
」

と
感
情
を
高
ぶ
ら
せ
繰
り
返
し
話
さ
れ
ま
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
は
、
過
量
販
売
、
過
剰
与
信
、
ま
た

最
近
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
痴
呆
症
と
医
師
に
診
断
さ

れ
、
契
約
時
に
十
分
な
判
断
能
力
を
持
っ
て
い
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
主
張
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
納
品
に
な
っ
て
い
な
い
着
物
（
約
240

万
円
）
に
つ
い
て
は
信
販
会
社
が
引
き
取
り
、
相
談

者
が
違
約
金
（
10
万
円
）
を
払
う
こ
と
で
合
意
し
ま

し
た
。

ー
お
年
寄
り
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
ー

こ
ん
な
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た

「
契
約
し
た
け
ど
、
よ
く
考
え
た
ら
必
要
な
い
も
の
だ
っ
た
」

「
最
初
聞
い
た
話
と
違
う
。
解
約
し
た
い
」

こ
ん
な
時
、
あ
な
た
の
味
方
に
な
る
の
が
ク
ー
リ
ン
グ
･

オ
フ
（
契
約
申
込
み
の
撤
回
・
契
約
の
解
除
）
制
度
で
す
。

困ったときは相談を！
◎ 生活防災課　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1２２－８１１５
◎ 敦賀相談室　　　　　　　　（県敦賀合同庁舎内） 1２２－０００１
◎ 福井県嶺南消費生活センター（小浜市） 1０７７０－５２－７８３０

《 クーリング・オフが可能な期間は．．．》

ハガキはコピーし、郵
便局の受領書と一緒に
保管しましょう。


